
第１５回公開セミナーにていただいたご質問に講師が回答いたします 

 

Q1 保護者対応の事例でどのような対応をしたのかなど聞きたい。 

A  さまざまな事例があるため、まずは保護者の話をしっかり聞かせていただいた上で、

所内で事例を検討し、多角的な視点で対応にあたるように心がけています（児童指導員）。 

 

Q2 医師・心理師・作業療法士など、異なる専門性を持つ職種が同じ職場で共に働いてい

ると思いますが、チームにおける多職種連携については、どのようなことを意識しながら

チーム内で自身の専門性を発揮しているのでしょうか。 

A  子どもとご家族を中心として、専門家同士がフラットに対話しつつ進めるよう心がけ

ています（医師）。 

 

Q3 特性のある子(多動性など)が落ち着けるアイテムやおもちゃなどおすすめのものは

ありますか？ 

A ご質問ありがとうございます。個々の特性により有効なグッズは変わってくるのです

が、私が実際に使ってみて効果が得られたものを、いくつかご紹介いたします。 

 お子さんが落ち着かない原因は多々あるとは思いますが、体に加重を掛けたり、圧迫刺

激を入れたりすることで落ち着く子は多いです。少し重さのある布や布団で包む、着圧ベ

スト（加重ベスト）を使用するなどの方法もありますが、グッズを使わなくても大人がギュ

ッと抱きしめるだけでも圧迫刺激が入るため、効果的です。 

また、スクイーズのようにムニムニとした感触の玩具をギュッと握ることで、落ち着く子も

います（児童指導員）。 

 

Q4 感覚について、固有受容覚と前庭覚 どんなことをするといいかもう少し具体的にお

しえてほしい（これがいいと課題・あそびを）。 

A  固有受容覚と前庭覚に対する遊びについては、配布資料 17 ページ下のスライドと、

１８ページ上のスライドで説明した内容となります。対象の方に行動特性等がある場合は、

感覚のアセスメントを行い、特性に応じた対応が必要となります（作業療法士）。 



Q5 はばたき園の利用者様にも海外の方がいらっしゃるかと思いますが、どのような所

に気を配っていらっしゃいますか？ 

A 丁寧にコミュニケーションをとれるように気を配っています。ご家族には、日本語の理

解の程度に合わせて、外国語変換のツールを使用したり、配布文書にルビを打つなどしな

がら、ひとつひとつ丁寧に伝えるようにしています。お子さんへの関わりにおいては、生活

の中で主とする言葉をご家族に確認しながら、わかりやすく短い言葉を用いて関わりま

す。身振りや実際にやってみる事などを通しても理解を促していきます（児童指導員）。 

 

Q6 より深く知りたい人向けやおすすめの(実践に活かせる)書籍があれば紹介していた

だきたいです。よろしくお願いします。作業療法士、医師の先生方から 

A 「子どものための精神医学 医学書院 著：滝川一廣」はいかがでしょうか（医師）。 

 

Q７ より深く知りたい人向けやおすすめの(実践に活かせる)書籍があれば紹介していた

だきたいです。よろしくお願いします。作業療法士、医師の先生方からも。 

A  配布資料の 2・4・7・9・10 ページに書籍・文献名を載せております。ぜひ参考にして

ください（作業療法士）。 

 

以上です ご質問ありがとうございました。 


